
第12次基本指針～第13次基本指針までの社会の動き
2015（H27 ）

・熊本地震（4月） ・西日本豪雨災害
（6月）
・北海道胆振東部
地震（9月）

・訪日外国人旅行者
3000万人超（1月）

・台風15号（令和元
年房総半島台風）
による災害（9月）

・台風19号（令和
元年東日本台風）
による豪雨災害
（10月）

・新型コロナウイルス
の国内感染確認、特
別措置法の制定
（1月）

・感染拡大防止のため
の外出自粛制限実

施、
テレワーク等の浸透

2016（H28 ） 2017（H29 ） 2018（H30 ） 2019（R1 ） 2020（R2 ）

・クマの有害捕獲数が
H20年度以降最大に

・秋田県でツキノワ
グマの襲撃により
４人が死亡する
事件（５月～）

・改正鳥獣保護管理
法施行（５月）

・狩猟におけるニホ
ンジカの捕獲頭数
制限の解除等の省
令改正（９月）

・日本学術会議による
「人口縮小社会における
野生動物管理のあり
方」への回答（８月）

・自然環境局長より
日本学術会議へ
「人口縮小社会に
おける野生動物管
理のあり方」の審
議依頼（６月） ・小泉環境大臣より鉛製

銃弾から非鉛製銃弾へ
の切り替え促進につい
て発言）（10月）

鳥
獣
関
係
の
動
き

・平成25年に策定し
た抜本的な鳥獣捕
獲強化対策（半減
目標）の中間年

・改正鳥獣保護管理
法施行後５年経過
（5月）

・改正法に基づく指
定管理鳥獣捕獲等
事業の開始

・エルニーニョ現象
等による異常気象

・高病原性鳥インフ
ルエンザが多数
発生（野鳥180例、
家きん12例）

・CSF（豚熱）が岐阜
県の養豚場で発生・
その後野生イノシシ
においても感染が
確認（9月）

・韓国等でのMERS
コロナウイルスの
感染拡大・流行

・東南アジア地域で
のデング熱流行

・WHOがジカ熱の
流行に関して緊急
事態を宣言（２月）

・新型コロナウイルス
の中国武漢市での集
団発生報告（12月）

・CSF・ASF対策とし
ての野生イノシシの
捕獲等に関する防疫
措置の手引き公表
（12月）

社
会
の
動
き
（
自
然
関
連
・
感
染
症
関
連
等
）
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（万頭） ニホンジカ捕獲数（全国）

狩猟 有害・数の調整 指定事業
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（万頭） イノシシ捕獲数（全国）

狩猟 有害・数の調整 指定事業
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第12次～第13次基本指針までの社会の変化
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鳥獣保護管理の担い手の推移（鳥獣保護管理の専門人材）
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第12次～第13次基本指針までの社会の変化
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第12次～第13次基本指針までの社会の変化
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鳥獣保護管理に関する国会質問の状況（N=96)
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